








胎児発育遅延は心身障害発生ときわめて関連が深いが,なおその発生原因については不明

な点が多い｡しかもそればかりでなく臨床に直結した早期診断法,さらに発生防止対策ある

いは治療法についてもなお十分と言えないのが過去数年来の現状であった。本研究班は,

心身障害発生防止対策の一環として胎児発育遅延の要因を究明し,早期診断法の基準を設

定し,併せて発生防止対策・治療法を確立する目的で過去 3年間本研究を行ってきた。 

以下,昭和 54 年度の研究結果を報告するとともに 3年間の研究を総括し報告する。 


